








































            ［存在論的側面］   ［言語的側面］ 
 １．実質的行動主義         ○           × 
 ２．分析的行動主義       ○          ○ 





                                                     
1  Cook, J. W., Wittgenstein, Empiricism, and Language, Oxford, 1999.  






































                                                     
4  使用したテキストは、Tractatus Logico-Philosophicus (『論考』)、Philosophische Grammatik (『哲学的文法』)、
Zettel (『断片』)、 "Wittgenstein's Notes for Lectures on 'Private Experience' and 'Sense Data'" ed. Rush Rhees, 
Philosophical Reviews, vol. 77 (July 1968) (『講義ノート』) 、 Philosophische Untersuchungen (『探究』) であり、
『講義ノート』のみ頁を、他は節番号を、それぞれ本文中に記した。 
5  Glock,Hans-Johann, A Wittgenstein Dictionary (Blackwell 1996) p. 56. 




















  ① 彼女は歯が痛い。 
  ② 彼女は歯が痛いふりをしている。 
















                                                     
7  Cook, ibid., p.57-60. 


















  ①「いかにして心的用語は使用されるのか？」 







 [規則＃２] もしＹがＸの規準であるとすれば、ある意味では、ＸとＹは二つの別個のもので         
      はありえない。 
 [規則＃３] もしＹがＸの規準であるとすれば、ＸとＹは同じものではない。それは、ちょう  
           ど、義理の母と私の配偶者の母が同じでないのと同様である。つまり、「Ｘ」と「Ｙ」   






                                                     




裕がない。ただ、経験論的傾向が規準概念導入の唯一の理由ではないと思う。Cook, ibid., p.77. 







































                                                     






































                                                     
13 Cook, ibid., p.198. 
14 "Criterion," in The Encyclopedia of Philosophy, ed.Paul Edwards (New York 1967),vol.2, p.260. 


































                        （なかたにたかお 近畿大学非常勤講師） 
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